
2025 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2025 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N2A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT 語彙を理解し、JLPT 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 1 時間 

第 2 週/ Week 2 2 家 

第 3 週/ Week 3 3 お金 

第 4 週/ Week 4 4 数・量 

第 5 週/ Week 5 5 国・社会 

第 6 週/ Week 6 6 産業・技術 

第 7 週/ Week 7 7 自然 

第 8 週/ Week 8 8 体・健康 

第 9 週/ Week 9 第 1 回実践問題 記入・FB 9 交通 

第 10 週/ Week 10 10 位置・方向 

第 11 週/ Week 11 11 趣味・活動 

第 12 週/ Week 12 12 学校・学問 

第 13 週/ Week 13 13 仕事① 

第 14 週/ Week 14 14 仕事② 

第 15 週/ Week 15 15 能力・評価 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

スピードマスターN2 語彙 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法ⅠN3-A・B N3 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  

 /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる

力を養うため、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問

題・課毎に掲載されているトピック読解を通じて日本語能力試験 N3 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N3 レベルの日本語文法を理解し、実生活で運用するための訓練を行う。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 問題パート 1 スポーツクラブに入会します リストパート P82 

第 2 週/ Week 2 問題パート 2 友達をお花見に誘います   リストパート P83 

第 3 週/ Week 3 問題パート 3 友達とお花見を計画します  リストパート P84 

第 4 週/ Week 4 問題パート 4 電車が遅れます       リストパート P85 

第 5 週/ Week 5 問題パート 5 頭が痛くてしょうがない   リストパート P86 

第 6 週/ Week 6 問題パート 6 これは雑誌の占いです    リストパート P87 

第 7 週/ Week 7 問題パート 7 留学した理由を話します   リストパート P88 

第 8 週/ Week 8 問題パート 8 インターネットで買い物しますリストパート P89 

第 9 週/ Week 9 問題パート 9 カメラを修理に出します   リストパート P90 

第 10 週/ Week 10 問題パート 10 忍者ランドへようこそ   リストパート P91/92 

第 11 週/ Week 11 問題パート 11 友達に授業のお願いをします リストパート P93 

第 12 週/ Week 12 問題パート 12 友達を相撲に誘います    リストパート P94 

第 13 週/ Week 13 問題パート 13 レトルトカレーを温めます  リストパート P95 

第 14 週/ Week 14 問題パート 14 アルバイトで休みの希望を言いますリストパート P96 

第 15 週/ Week 15 問題パート 15 朝ごはんを食べましょう    リストパート P97/98 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Mater 

ポイント＆プラクティス文法 N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方 課題理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方 課題理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方ポイント理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解・発話表現 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT 語彙を理解し、JLPT 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 リストパート P70 問題パート 1 生活（1） 記入・FB 

第 2 週/ Week 2 リストパート P71 問題パート 2 生活（2） 記入・FB 

第 3 週/ Week 3 リストパート P72 問題パート 3 生活（3） 記入・FB 

第 4 週/ Week 4 リストパート P73 問題パート 4 文化   記入・FB 

第 5 週/ Week 5 リストパート P74 問題パート 5 自然   記入・FB 

第 6 週/ Week 6 リストパート P75 問題パート 6 健康   記入・FB 

第 7 週/ Week 7 リストパート P76 問題パート 7 人との関係（1） 記入・FB 

第 8 週/ Week 8 リストパート P77 問題パート 8 人との関係（2） 記入・FB 

第 9 週/ Week 9 リストパート P78 問題パート 9 気持ち（1）   記入・FB 

第 10 週/ Week 10 リストパート P79 問題パート 10 気持ち（2）  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 リストパート P80 問題パート 11 学校   記入・FB 

第 12 週/ Week 12 リストパート P81 問題パート 12 いろいろな問題 記入・FB 

第 13 週/ Week 13 リストパート P82 問題パート 13 お金     記入・FB 

第 14 週/ Week 14 リストパート P83 問題パート 14 旅行・交通  記入・FB 

第 15 週/ Week 15 リストパート P84 問題パート 15 仕事（1）   記入・FB 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

ポイント＆プラクティス N3 文字・語彙 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2024 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2024 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 英語試験対策演習 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
１７回 / １７回 

授業時間 

Class Hours 
２単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

実践的にできるだけ多くの問題を解答していくことで、解答テクニックをさらに向上させる。 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

TOEIC,TOEFL,ILTS の過去問題集および公式問題集を用いて、各試験の対策を演習形式で行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

不得意分野を克服し、解答テクニックを磨くことで各試験の点数を上げる。。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 2 週/ Week 2 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 3 週/ Week 3 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 4 週/ Week 4 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 5 週/ Week 5 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 6 週/ Week 6 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 7 週/ Week 7 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 8 週/ Week 8 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 9 週/ Week 9 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 10 週/ Week 10 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 11 週/ Week 11 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 12 週/ Week 12 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 13 週/ Week 13 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 14 週/ Week 14 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 15 週/ Week 15 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 総合日本語演習 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

講義と演習を組み合わせ、語彙確認、小テスト、グループディスカッション、記述練習を行う。過去問題および模擬問題を活用し、実践的な読

解力・記述力を養成する。 

 授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験の主に総合科目で扱われる政治・経済・社会・国際関係などの分野の語彙および表現を習得し、アカ

デミックな文章読解力と論理的思考力を養成する。 

週 授業 

計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 ①Ⅱ現代の経済🈩経済体制～ ②§2 政治・国際 有罪～別れる 

第 2 週/ Week 2 ①Ⅱ現代の経済🈔経済循環と現代の企業 ②§3 経済・産業 相次ぐ～売上 

第 3 週/ Week 3 ①Ⅱ現代の経済🈪市場と価格 ②§3 経済・産業 売れ行き～改装 

第 4 週/ Week 4 ①Ⅱ現代の経済 4⃣国民所得と景気変動 ②§3 経済・産業 解体～稼働する 

第 5 週/ Week 5 ①Ⅱ現代の経済 5⃣金融政策 ②§3 経済・産業 加入～巨大 

第 6 週/ Week 6 ①Ⅱ現代の経済⑥財政政策 ②§3 経済・産業 拠点～工業 

第 7 週/ Week 7 ①Ⅱ現代の経済⑦日本経済の歩み ②§3 経済・産業 広告～サービス 

第 8 週/ Week 8 ①Ⅱ現代の経済⑧日本経済の諸問題 ②§3 経済・産業 在庫～辞任 

第 9 週/ Week 9 ①Ⅱ現代の経済⑨国際経済（1） ②§3 経済・産業 指標～人件費 

第 10 週/ Week 10 ①Ⅱ現代の経済⑩国際経済（2） ②§3 経済・産業 進行～耕す 

第 11 週/ Week 11 ①Ⅱ現代の経済 ①～⑩復習  ②§2 政治・国際 テロ～発表 

第 12 週/ Week 12 ①Ⅳ現代の政治 ①民主主義の基本原理 ②§2 政治・国際 判決～方針 

第 13 週/ Week 13 ①Ⅳ現代の政治 ②世界の政治制度 ②§2 政治・国際 膨大～有効 

第 14 週/ Week 14 ①Ⅳ現代の政治 ③日本国憲法 ②§2 政治・国際 明らか～演説 

第 15 週/ Week 15 ①Ⅳ現代の政治 ④日本の統治機構 ②§2 政治・国際 宣言～適用 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

①ハイレベル総合科目 ②ハイレベル頻出単語 3200 §2・§3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級日本語演習 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

ディスカッションを通じ、日本語力の向上と思考をふかめる練習をする。基本的な日本語の会話には問題

がないレベルの学生たちが「もう 1 レベル上の会話」を練習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語でディスカッションができるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 オリエンテーション 

第 2 週/ Week 2 第 1 課ルール プレタスク ショートストーリー① 

第 3 週/ Week 3 第 1 課ルール 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 4 週/ Week 4 第 1 課ルール もっと深く話そう まとめよう 

第 5 週/ Week 5 第 2 課見た目 プレタスク ショートストーリー① 

第 6 週/ Week 6 第 2 課見た目 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 7 週/ Week 7 第 2 課見た目 もっと深く話そう まとめよう 

第 8 週/ Week 8 第 3 課お金 プレタスク ショートストーリー① 

第 9 週/ Week 9 第 3 課お金 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 10 週/ Week 10 第 3 課お金 もっと深く話そう まとめよう 

第 11 週/ Week 11 第 4 課結婚 プレタスク ショートストーリー① 

第 12 週/ Week 12 第 4 課結婚 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 13 週/ Week 13 第 4 課結婚 もっと深く話そう まとめよう 

第 14 週/ Week 14 第 5 課コミュニティ プレタスク ショートストーリー① 

第 15 週/ Week 15 第 5 課コミュニティ 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 16 週/ Week 16 第 5 課コミュニティ もっと深く話そう まとめよう 

第 17 週/ Week 17 期末試験 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

読むから始める日本語会話ワークブック 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title EJU 演習 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

EJU230～250 を目指し、聴解、聴読解、読解の演習を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

EJU230～250 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 トレーニング編第 1 回 

第 2 週/ Week 2 トレーニング編第 2 回 

第 3 週/ Week 3 トレーニング編第 3 回 

第 4 週/ Week 4 トレーニング編第 4 回 

第 5 週/ Week 5 トレーニング編第 5 回 

第 6 週/ Week 6 トレーニング編第 6 回 

第 7 週/ Week 7 トレーニング編第 7 回 

第 8 週/ Week 8 トレーニング編第 8 回 

第 9 週/ Week 9 トレーニング編第 9 回 

第 10 週/ Week 10 トレーニング編第 10 回 

第 11 週/ Week 11 模擬試験聴解 

第 12 週/ Week 12 模擬試験聴読解 

第 13 週/ Week 13 模擬試験読解① 

第 14 週/ Week 14 模擬試験読解② 

第 15 週/ Week 15 総復習 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験日本語総合対策問題集 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title EJU 対策 読解・聴読解 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
6 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本留学試験 260 点～350 点取得を目指し、試験形式で聴解・読解・記述問題を演習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験 260 点～350 点 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 2 週/ Week 2 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 3 週/ Week 3 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 4 週/ Week 4 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 5 週/ Week 5 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 6 週/ Week 6 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 7 週/ Week 7 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 8 週/ Week 8 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 9 週/ Week 9 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 10 週/ Week 10 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 11 週/ Week 11 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 12 週/ Week 12 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 13 週/ Week 13 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 14 週/ Week 14 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 15 週/ Week 15 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

2020 年度第 2 回日本留学試験 2019 年度第 2 回日本留学試験 2018 年度第 2 回日本留学試験 

2017 年度第 2 回日本留学試験 2016 年度第 2 回日本留学試験 2015 年度第 2 回日本留学試験 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
JLPT 対策演習 

文法読解 

担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

本番と同じ形式で問題を解き、解説を聞くことで実践的に JLPT 対策を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT（日本語能力試験）N1～N3 の合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 直前対策ドリル＆模試第 1 回 日本語能力試験対策これ一冊 読解 

第 2 週/ Week 2 直前対策ドリル＆模試第 2 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 3 週/ Week 3 直前対策ドリル＆模試第 3 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 4 週/ Week 4 直前対策ドリル＆模試第 4 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 5 週/ Week 5 直前対策ドリル＆模試第 5 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 6 週/ Week 6 直前対策ドリル＆模試第 6 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 7 週/ Week 7 直前対策ドリル＆模試第 7 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 8 週/ Week 8 直前対策ドリル＆模試第 8 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 9 週/ Week 9 直前対策ドリル＆模試第 9 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 10 週/ Week 10 直前対策ドリル＆模試第 10 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 11 週/ Week 11 直前対策ドリル＆模試第 11 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 12 週/ Week 12 直前対策ドリル＆模試第 12 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 13 週/ Week 13 直前対策ドリル＆模試第 13 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 14 週/ Week 14 直前対策ドリル＆模試第 14 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 15 週/ Week 15 直前対策ドリル＆模試第 15 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験直前対策ドリル＆模試 N1～N3   模試と対策 N1～N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級日本語 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

あり 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
10 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語力を向上させつつ、考え方やものの見方を広げ、国際的な視野を持つ総合的な学習を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

試験に特化した日本語ではなく、日本・世界事情や時事問題等から疑問に思うようなことを考え、日本語で詳細ま

で話すことができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 課使いましょう＋新しい言葉 

第 2 週/ Week 2 第 1 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 3 週/ Week 3 第 1 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 4 週/ Week 4 第 1 課話しましょう、復習 

第 5 週/ Week 5 第 2 課使いましょう＋新しい言葉 

第 6 週/ Week 6 第 2 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 7 週/ Week 7 第 2 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 8 週/ Week 8 第 2 課話しましょう、復習 

第 9 週/ Week 9 第 3 課使いましょう＋新しい言葉 

第 10 週/ Week 10 第 3 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 11 週/ Week 11 第 3 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 12 週/ Week 12 第 3 課話しましょう、復習 

第 13 週/ Week 13 第 4 課使いましょう＋新しい言葉 

第 14 週/ Week 14 第 4 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 15 週/ Week 15 第 4 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 16 週/ Week 16 第 4 課話しましょう、復習 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

上級で学ぶ日本語/上級で学ぶ日本語 ワークブック  

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
JLPT 対策演習 

文字語彙・聴解 

担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

本番と同じ形式で問題を解き、解説を聞くことで実践的に JLPT 対策を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT（日本語能力試験）N1～N3 の合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 直前対策ドリル＆模試第 1 回 日本語能力試験対策これ一冊 読解 

第 2 週/ Week 2 直前対策ドリル＆模試第 2 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 3 週/ Week 3 直前対策ドリル＆模試第 3 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 4 週/ Week 4 直前対策ドリル＆模試第 4 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 5 週/ Week 5 直前対策ドリル＆模試第 5 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 6 週/ Week 6 直前対策ドリル＆模試第 6 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 7 週/ Week 7 直前対策ドリル＆模試第 7 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 8 週/ Week 8 直前対策ドリル＆模試第 8 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 9 週/ Week 9 直前対策ドリル＆模試第 9 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 10 週/ Week 10 直前対策ドリル＆模試第 10 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 11 週/ Week 11 直前対策ドリル＆模試第 11 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 12 週/ Week 12 直前対策ドリル＆模試第 12 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 13 週/ Week 13 直前対策ドリル＆模試第 13 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 14 週/ Week 14 直前対策ドリル＆模試第 14 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 15 週/ Week 15 直前対策ドリル＆模試第 15 回 日本語能力試験対策これ一冊  

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験直前対策ドリル＆模試 N1～N3   模試と対策 N1～N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title PC 基礎 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
 17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

パソコンの基本的な使い方を学ぶ。授業では実際に PC を使いながらテキストに沿って、日本語の入力から学ぶ。 

単元ごとに練習ドリルを使って、習熟度を確認する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

Word および Excel の基礎、日本語入力ができるようになることを目指す。また、大学出願や志望理由等の書類の作

成ができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章 さあ、はじめよう Word2021 

第 2 週/ Week 2 第 2 章 文書を作成しよう  

第 3 週/ Week 3 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題① 

第 4 週/ Week 4 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題② 

第 5 週/ Week 5 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 

第 6 週/ Week 6 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題① 

第 7 週/ Week 7 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題② 

第 8 週/ Week 8 第 4 章 表のある文書を作成しよう 

第 9 週/ Week 9 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題① 

第 10 週/ Week 10 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題② 

第 11 週/ Week 11 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 

第 12 週/ Week 12 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 練習問題① 

第 13 週/ Week 13 第 12 章 スライドショーを実行しよう 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

よくわかる Word2021＆Excel2021＆PowerPoint2021 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 基礎数学ⅠA・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の文系学生として必要な数学の基礎力を養う。日本留学試験の数学Ⅰ対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章 数と計算・方程式 １数と計算 ２展開と因数分解 

第 2 週/ Week 2 第 1 章 数と計算・方程式 ３二次方程式 

第 3 週/ Week 3 数と計算・方程式 実践編 問題 1～7 

第 4 週/ Week 4 数と計算・方程式 実践編 問題 8～13 

第 5 週/ Week 5 第 2 章 関数 １一次関数 ２二次関数 

第 6 週/ Week 6 第 2 章 関数 ３絶対値 ４不等式 

第 7 週/ Week 7 関数 実践編 問題 1～5 

第 8 週/ Week 8 関数 実践編 問題 6～10 

第 9 週/ Week 9 関数 実践編 問題 11～16 

第 10 週/ Week 10 第 3 章 三角比 １三角比の値と相互関係 

第 11 週/ Week 11 第 3 章 三角比 ２正弦定理、余弦定理、面積 

第 12 週/ Week 12 三角比 実践編 問題 1～5 

第 13 週/ Week 13 三角比 実践編 問題 6～9 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験 速攻トレーニング 数学コース１編 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 語彙上級 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

テキストを使った語彙の導入により意味を学び、実際の場面を想定し、用法を習得していく。 

また小テストも交えて、定着しているかを確認していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験の簡単な語彙を学ぶことにより、大学生活で必要な用語・概念を知る。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 1 社会一般（1 仰向け～30 ウイルス） 

第 2 週/ Week 2 1 社会一般（31 疑う～60 隠す） 

第 3 週/ Week 3 1 社会一般（61 隔離～90 近年） 

第 4 週/ Week 4 1 社会一般（91 区画～120 公務員） 

第 5 週/ Week 5 1 社会一般（121 項目～150 事実） 

第 6 週/ Week 6 1 社会一般（151 施設～180 首都圏） 

第 7 週/ Week 7 1 社会一般（181 寿命～210 人身事故） 

第 8 週/ Week 8 1 社会一般（211 真相～240 ターミナル） 

第 9 週/ Week 9 1 社会一般（241 待機～270 捕まる） 

第 10 週/ Week 10 1 社会一般（271 付き添う～300 突破） 

第 11 週/ Week 11 1 社会一般（301 富～330 搬送） 

第 12 週/ Week 12 1 社会一般（331 犯人～360 変化） 

第 13 週/ Week 13 1 社会一般（361 防止～390 無視） 

第 14 週/ Week 14 1 社会一般（391 矛盾～420 装う） 

第 15 週/ Week 15 1 社会一般（421 世の中～450 割合） 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

EJU 日本留学試験対策 ハイレベル 頻出単語 3200 アスク出版 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
サイエンス A 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の理系学生として必要な物理・化学・生物の基礎力を養う。日本留学試験の理系科目の対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 化学：原子の構造・周期表・物質量  物理：等速運動 等加速度運動 

第 2 週/ Week 2 化学：物質量の計算  物理：運動方程式・力のつりあい・仕事とエネルギー 

第 3 週/ Week 3 化学：化学結合・結晶・酸・塩基  物理：摩擦力・弾性力・エネルギー 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 留学試験模試フィードバック 

第 6 週/ Week 6 化学：酸化還元反応・酸化数  物理：運動量・力積・反発係数 

第 7 週/ Week 7 化学：陽イオンの系統分離  物理：電場・コンデンサー・回路 

第 8 週/ Week 8 物理：コンデンサーの回路・キルヒホッフの法則 

第 9 週/ Week 9 化学：ボイル・シャルル・気体の状態方程式・分圧  物理：電流が作る磁界・フレミングの法則 

第 10 週/ Week 10 物理：電磁誘導・レンツの法則 

第 11 週/ Week 11 化学：有機化学（脂肪族・アルコール・エーテル） 

第 12 週/ Week 12 化学：有機化学（異性体・官能基） 

第 13 週/ Week 13 物理：波動 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験フィードバック 

第 17 週/ Week 17 化学：有機化学（芳香族）  物理：ドップラー効果 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
国際理解 A・B 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

各国の歴史・経済状況を把握し、国際情勢への理解を深める。日本留学試験の総合科目の対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 プレースメントテスト １－１ 情報社会 

第 2 週/ Week 2 １－２ 少子高齢社会 

第 3 週/ Week 3 １－３・４ 多文化理解・生命倫理 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試  

第 5 週/ Week 5 １－５・６ 社会福祉・不平等の是正 

第 6 週/ Week 6 ２－１ 経済体制 

第 7 週/ Week 7 ２－２ 価格と市場 

第 8 週/ Week 8 ２－３ 景気変動 

第 9 週/ Week 9 ２－４ 経済成長 

第 10 週/ Week 10 ２－５ 政府と経済政策 

第 11 週/ Week 11 ２－６ 国民経済と国際経済 

第 12 週/ Week 12 ３－１ 民主主義の原理 

第 13 週/ Week 13 ３－２ 議会と政府 

第 14 週/ Week 14 ３－３ 選挙と政治参加 

第 15 週/ Week 15 前期復習 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

・速攻 総合科目 

・総合科目の基礎用語 リハーサル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title プレゼン技法 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

講義と実技を組み合わせた形式 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

プレゼンの基本的な理論と原則について学び、プレゼンの目的や効果について理解し、聴衆のニーズや関心を

考慮しながらプレゼンを構築する方法を習得することを目指す。さらに、声の使い方や表現力、緊張対策など

に焦点を当て、自信を持ってプレゼンを行うための技術を磨く。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

学生が効果的なスピーチを準備し、自信を持って公の場でプレゼンテーションするためのスキルを習得するこ

とを目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 プレタスク・表現・構成の導入 

第 2 週/ Week 2 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成 

第 3 週/ Week 3 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成② 

第 4 週/ Week 4 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 

第 5 週/ Week 5 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 FB 

第 6 週/ Week 6 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 プレタスク・表現・構成の導入 

第 7 週/ Week 7 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成 

第 8 週/ Week 8 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成② 

第 9 週/ Week 9 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 

第 10 週/ Week 10 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 FB 

第 11 週/ Week 11 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する プレタスク・表現・構成の導入 

第 12 週/ Week 12 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成 

第 13 週/ Week 13 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成② 

第 14 週/ Week 14 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 

第 15 週/ Week 15 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 FB 

第 16 週/ Week 16 記述発表・FB 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

初級からの日本語スピーチ 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 院入試対策 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
8 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学院入試において必要な知識やスキルを身につけ、合格するための準備を行う。また、学生一人ひとりの目

標やレベルに合わせた指導を行い、大学院入試に必要な知識やスキルを効果的に身につけることを目指す。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

大学院合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 オリエンテーション 

第 2 週/ Week 2 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の構成の導入 

第 3 週/ Week 3 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の構成の導入② 

第 4 週/ Week 4 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入 

第 5 週/ Week 5 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入② 

第 6 週/ Week 6 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入③ 

第 7 週/ Week 7 情報収集について 

第 8 週/ Week 8 メールの書き方 

第 9 週/ Week 9 先行研究の発表 

第 10 週/ Week 10 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める 

第 11 週/ Week 11 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める② 

第 12 週/ Week 12 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める③ 

第 13 週/ Week 13 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く① 

第 14 週/ Week 14 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く② 

第 15 週/ Week 15 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く③ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

実践研究計画作成法【第 2 版】 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
英語応用 A 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

コミュニケーションツールとして国際社会で活かせる英語力を養う。TOEIC, TOEFL 対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

大学受験や講義を受けるのに必要なレベルの英語力を身に付ける。 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 プレースメントテスト 

第 2 週/ Week 2 Pre Lesson1.2 

第 3 週/ Week 3 Pre Lesson3. Review 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 Lesson1 

第 6 週/ Week 6 Lesson2.3 

第 7 週/ Week 7 Lesson4.5 

第 8 週/ Week 8 Chapter 1 Review 

第 9 週/ Week 9 Lesson6.7 

第 10 週/ Week 10 Lesson8.9 

第 11 週/ Week 11 Lesson 10.11 

第 12 週/ Week 12 Lesson 12.13 

第 13 週/ Week 13 Lesson 14 / Chapter 2 Review 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験 FB 

第 17 週/ Week 17 L15 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

英語の基礎をなんとかするドリル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 日本語特講 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学習内容・方法） / Course Description 

中級後半レベル以上の学生に「日本の今」に合った内容を聴解をメインに教授していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本のニュースを聞いて内容を把握し、自分の意見を言えるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章経済・金融 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 2 週/ Week 2 第 1 章経済・金融 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 3 週/ Week 3 第 1 章経済・金融 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 4 週/ Week 4 第 1 章経済・金融 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 5 週/ Week 5 第 1 章経済・金融 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 6 週/ Week 6 第 1 章経済・金融 11・12 解答と聞き取りのポイント 

第 7 週/ Week 7 第 1 章経済・金融 13・14 解答と聞き取りのポイント 

第 8 週/ Week 8 第 1 章経済・金融 15・16 解答と聞き取りのポイント 

第 9 週/ Week 9 第 1 章経済・金融 17・18 解答と聞き取りのポイント 

第 10 週/ Week 10 第 1 章経済・金融 19・20 解答と聞き取りのポイント 

第 11 週/ Week 11 第 2 章政治・行政 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 12 週/ Week 12 第 2 章政治・行政 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 13 週/ Week 13 第 2 章政治・行政 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 14 週/ Week 14 第 2 章政治・行政 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 15 週/ Week 15 第 2 章政治・行政 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

ニュースの聴解 50 上級レベル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 応用数学ⅠA・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の理系学生として必要な数学の応用力を養う。日本留学試験の数学Ⅱの対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 極限値・微分係数と導関数 

第 2 週/ Week 2 微分（積・商・合成関数） 

第 3 週/ Week 3 微分の計算 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 就学試験模試フィードバック 

第 6 週/ Week 6 極大・極小・増減表・合成関数の復習 

第 7 週/ Week 7 2 次関数・確率・図形 

第 8 週/ Week 8 場合の数・確率 

第 9 週/ Week 9 確率・図形・ベクトル（内積まで） 

第 10 週/ Week 10 ベクトル（内分点他）・複素数 

第 11 週/ Week 11 複素数・極形式・積・商・原点回りの回転 

第 12 週/ Week 12 複素数平面・回転 

第 13 週/ Week 13 積分導入 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 前期期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験フィードバック 

第 17 週/ Week 17 積分・定積分 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 会話・記述（面接対策）A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

一般的な面接の設定を基に、今まで学んできた日本語表現にプラスし、より日本人の会話表現に近づける表現方法

をロールプレイで学ぶ。また、シャドーイングを行うことにより、発音や口頭表現の滑らかさの能力も上げていく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

進学に必要な語彙や表現を身につけ、面接に生かす。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 ① Unit2-1❶～❹ 1 回目 ②自己紹介 自己紹介の語彙・表現導入 （できる中級 1 課） 

第 2 週/ Week 2 ① Unit2-1❶～❹  2 回目 ②自己紹介 自己紹介短文作成 発表と FB 

第 3 週/ Week 3 ① Unit2-1❶～❹  3 回目 ③基本応答①～④ 答え方を知る・表現導入 

第 4 週/ Week 4 ① Unit2-1❺～❼  1 回目 ③基本応答①～④ 答えの短文作成 発表と FB 

第 5 週/ Week 5 ① Unit2-1❺～❼  2 回目 ③基本応答⑤～⑧ 答え方を知る・表現導入 

第 6 週/ Week 6 ① Unit2-1❺～❼  3 回目 ③基本応答⑤～⑧ 答えの短文作成 発表と FB 

第 7 週/ Week 7 ① Unit2-1❽～➓  1 回目 ③Ⅱプライベートな質問①～⑤ 答え方を知る 表現導入 

第 8 週/ Week 8 ① Unit2-1❽～➓  2 回目 ③Ⅱプライベートな質問①～⑤ 答えの短文作成 発表と FB 

第 9 週/ Week 9 ① Unit2-1❽～➓  3 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑥～⑩ 答え方を知る 表現導入 

第 10 週/ Week 10 ① Unit2-1⓫～⓮  1 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑥～⑩ 答えの短文作成 発表とＦＢ 

第 11 週/ Week 11 ① Unit2-1⓫～⓮  2 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑪～⑭答え方を知る 表現導入 

第 12 週/ Week 12 ① Unit2-1⓫～⓮  3 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑪～⑭ 答えの短文作成 発表とＦＢ 

第 13 週/ Week 13 ① Unit2-1⓯～⓲  1 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 14 週/ Week 14 ① Unit2-1⓯～⓲  2 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 15 週/ Week 15 ① Unit2-1⓯～⓲  3 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

① シャドーイング日本語を話そう！就職・アルバイト・進学面接編 

② できる中級 1 ③新・外国人留学生のための面接合格するための本 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2025 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2025 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級漢字 A/B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

漢字を理解 JLPT 合格を目指し、且つ日常的に漢字が使えるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 1 日本列島 漢字導入 

第 2 週/ Week 2 1 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 3 週/ Week 3 2 日本の産業 漢字導入 

第 4 週/ Week 4 2 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 5 週/ Week 5 3 日本の貿易 漢字導入 

第 6 週/ Week 6 3 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 7 週/ Week 7 4 日本の景気変動 漢字導入 

第 8 週/ Week 8 4 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 9 週/ Week 9 1～4 復習 まとめの問題 1 記入 FB 

第 10 週/ Week 10 5 日本の政治機構 漢字導入 

第 11 週/ Week 11 5 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 12 週/ Week 12 6 内閣 漢字導入 

第 13 週/ Week 13 6 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 14 週/ Week 14 7 国際首脳会議 漢字導入 

第 15 週/ Week 15 7 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

Practical 漢字 現代社会を読む 700 漢字 vol:1 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2025 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2025 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 N1A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる力を養うた

め、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問題・課毎に掲載されて

いるトピック読解を通じて日本語能力試験 N2 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N1 レベルの日本語文法を理解し、N2 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 1～6 文法導入 

第 2 週/ Week 2 Unit1 7～12 文法導入 unit1 1～6 ディクテーション 

第 3 週/ Week 3 Unit1 ディクテーション 練習問題  

第 4 週/ Week 4 Unit2 13～17 文法導入 unit1 7～12 ディクテーション 

第 5 週/ Week 5 Unit2 18～23 文法導入 unit2 13～17 ディクテーション 

第 6 週/ Week 6 Unit2 ディクテーション 練習問題  

第 7 週/ Week 7 Unit3 24～29 文法導入 unit2 7～12 ディクテーション 

第 8 週/ Week 8 Unit3 30～36 文法導入 unit3 24～29 ディクテーション 

第 9 週/ Week 9 Unit3 ディクテーション 練習問題 

第 10 週/ Week 10 まとめテスト 1～36  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 Unit4 37～42 文法導入 unit3 30～36 ディクテーション 

第 12 週/ Week 12 Unit4 43～48 文法導入 unit4 37~42 ディクテーション 

第 13 週/ Week 13 Unit4 ディクテーション 練習問題 

第 14 週/ Week 14 Unit5 49～54 文法導入 unit4 43～48 ディクテーション 

第 15 週/ Week 15 Unit5 55～60 文法導入 unit5 49～54 ディクテーション 

第 16 週/ Week 16 Unit5 ディクテーション 練習問題 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える日本語能力試験文法トレーニング N1 

成績評価 / Evaluation 

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N1A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

N1 語彙を理解し、N1 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 

第 2 週/ Week 2 Unit2 

第 3 週/ Week 3 Unit3 

第 4 週/ Week 4 Unit4 

第 5 週/ Week 5 Unit5 

第 6 週/ Week 6 Unit6 

第 7 週/ Week 7 Unit7 

第 8 週/ Week 8 Unit8 

第 9 週/ Week 9 Unit9 

第 10 週/ Week 10 Unit10 

第 11 週/ Week 11 Unit11 

第 12 週/ Week 12 Unit12 

第 13 週/ Week 13 Unit13 

第 14 週/ Week 14 Unit14 

第 15 週/ Week 15 Unit15 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える語彙トレーニング N1 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる力を養うた

め、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問題・課毎に掲載されて

いるトピック読解を通じて日本語能力試験 N2 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N2 レベルの日本語文法を理解し、N2 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 1～6 文法導入 

第 2 週/ Week 2 Unit1 7～12 文法導入 unit1 1～6 ディクテーション 

第 3 週/ Week 3 Unit1 ディクテーション 練習問題  

第 4 週/ Week 4 Unit2 13～17 文法導入 unit1 7～12 ディクテーション 

第 5 週/ Week 5 Unit2 18～23 文法導入 unit2 13～17 ディクテーション 

第 6 週/ Week 6 Unit2 ディクテーション 練習問題  

第 7 週/ Week 7 Unit3 24～29 文法導入 unit2 7～12 ディクテーション 

第 8 週/ Week 8 Unit3 30～36 文法導入 unit3 24～29 ディクテーション 

第 9 週/ Week 9 Unit3 ディクテーション 練習問題 

第 10 週/ Week 10 まとめテスト 1～36  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 Unit4 37～42 文法導入 unit3 30～36 ディクテーション 

第 12 週/ Week 12 Unit4 43～48 文法導入 unit4 37~42 ディクテーション 

第 13 週/ Week 13 Unit4 ディクテーション 練習問題 

第 14 週/ Week 14 Unit5 49～54 文法導入 unit4 43～48 ディクテーション 

第 15 週/ Week 15 Unit5 55～60 文法導入 unit5 49～54 ディクテーション 

第 16 週/ Week 16 Unit5 ディクテーション 練習問題 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える日本語能力試験文法トレーニング N2 

成績評価 / Evaluation 

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 中級日本語―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
10 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語力を向上させつつ、考え方やものの見方を広げ、国際的な視野を持つ総合的な学習を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

試験に特化した日本語ではなく、日本・世界事情や時事問題等から疑問に思うようなことを考え、日本語で話すこ

とができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 初中級読解①形容詞名詞化 

第 2 週/ Week 2 初中級読解②使役・使役受け身 

第 3 週/ Week 3 1 課読み物 1・文型表現導入・表現ノート・聴解 1 

第 4 週/ Week 4 1 課会話 1・読み物 2・文型表現導入・表現ノート 

第 5 週/ Week 5 1 課会話 2・作文・作文発表 

第 6 週/ Week 6 2 課読み物 1・文型表現導入・表現ノート・聴解 1 

第 7 週/ Week 7 2 課会話 1・読み物 2・文型表現導入・表現ノート 

第 8 週/ Week 8 2 課会話 2・作文・作文発表 

第 9 週/ Week 9 3 課読み物 1・文型表現導入・表現ノート・聴解 1 

第 10 週/ Week 10 3 課会話 1・読み物 2・文型表現導入・表現ノート 

第 11 週/ Week 11 3 課会話 2・作文・作文発表 

第 12 週/ Week 12 4 課読み物 1・文型表現導入・表現ノート・聴解 1 

第 13 週/ Week 13 4 課会話 1・読み物 2・文型表現導入・表現ノート 

第 14 週/ Week 14 4 課会話 2・作文・作文発表 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験 FB 

第 17 週/ Week 17 1～4 課まとめの活動（スピーチ） 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語カルテット（中級）1 

日本語カルテットワークブック（中級）1 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title ロジカルシンキング 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
 17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

月曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

学んだ日本語を使えるようになるために、考え、理解し、伝える力を身につけ、また論理的思考を計算に

よって育て、社会で活躍できる人材の育成を目指す。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

簡単な計算を通じて論理的思考を養い、社会の一員としての存在となり、大人らしい発話ができるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 四則計算・発想力 2 曼荼羅アート 

第 2 週/ Week 2 小数の計算・発想力 3 ならべかえ 言葉を連想してみよう 

第 3 週/ Week 3 分数の計算・読解力 1 イラストを見て考えてみよう 

第 4 週/ Week 4 割合・読解力 1 イラストを見て考えてみよう② 

第 5 週/ Week 5 ①損益算・読解力 2 表・グラフの内容を読み取ってみよう 

第 6 週/ Week 6 ②料金の割引・読解力 2 表・グラフの内容を読み取ってみよう② 

第 7 週/ Week 7 ③分割払い・読解力 2 表・グラフの内容を読み取ってみよう③ 

第 8 週/ Week 8 ④代金の清算・読解力 2 表・グラフの内容を読み取ってみよう④ 

第 9 週/ Week 9 ⑤速さ・読解力 2 表・グラフの内容を読み取ってみよう⑤ 

第 10 週/ Week 10 ⑥表の読み取り・読解力 3 場所や順番を考えてみよう 

第 11 週/ Week 11 ⑦集計表・読解力 3 場所や順番を考えてみよう② 

第 12 週/ Week 12 ⑧推論１（～が正しければ～も必ず正しい）読解力 3 場所や順番を考えてみよう③ 

第 13 週/ Week 13 ⑨推論２（順位付け）読解力 3 場所や順番を考えてみよう④ 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

SPI 基礎からはじめる問題集・日本語ロジカルトレーニング初級 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title EJU 対策 読解・聴読解 A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

金曜日 

10:30～12:00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本留学試験 260 点～350 点取得を目指し、試験形式で聴解・読解・記述問題を演習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験 260 点～350 点 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 聴くトレ応用 パート 2§2 1-2（1 番 2 番）聴読解（1 番 2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 1 問 2 問 3 

第 2 週/ Week 2 聴くトレ応用 パート 2§2 1-3 聴読解（1 番 2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 4 問 5 問 6 

第 3 週/ Week 3 聴くトレ応用 パート 2§2 2-1（1 番 2 番）聴読解 2-2（1 番 2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 7 問 8 問 9 

第 4 週/ Week 4 聴くトレ応用 パート 2§2 2-3（1 番 2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 10 問 11 問 12 

第 5 週/ Week 5 聴くトレ応用 パート 2§2 2-4（1 番 2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 13 問 14 問 15 

第 6 週/ Week 6 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（1 番）聴読解（1 番）/読むトレ応用 パート 2 問 16 問 17 問 18 

第 7 週/ Week 7 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（2 番）聴読解（2 番）/読むトレ応用 パート 2 問 19 問 20 問 21 

第 8 週/ Week 8 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（3 番）聴読解（3 番）/読むトレ応用 パート 2 問 22 問 23 問 24 

第 9 週/ Week 9 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（4 番）聴読解（4 番）/読むトレ応用 パート 2 問 25 問 26 問 27 

第 10 週/ Week 10 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（5 番）聴読解（5 番）/読むトレ応用 パート 2 問 28 問 29 問 30 

第 11 週/ Week 11 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（6 番）聴読解（6 番）/読むトレ応用 パート 2 問 31 問 32 問 33 

第 12 週/ Week 12 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（7 番）聴読解（7 番）/読むトレ応用 パート 2 問 34 問 35 問 36 

第 13 週/ Week 13 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（8 番）聴読解（8 番）/読むトレ応用 パート 2 問 37 問 38 問 39 

第 14 週/ Week 14 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（9 番）聴読解（9 番）/読むトレ応用 パート 2 問 40 問 41 問 42 

第 15 週/ Week 15 聴くトレ応用 パート 3§1 聴解（10 番）聴読解（10 番）/読むトレ応用 パート 2 問 43 問 44 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験対応読むトレーニング応用  /  日本留学試験対応聴くトレーニング応用 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title PC 基礎Ⅰ―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
 17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

金曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

パソコンの基本的な使い方を学ぶ。授業では実際に PC を使いながらテキストに沿って、日本語の入力から学ぶ。 

単元ごとに練習ドリルを使って、習熟度を確認する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

Word および Excel の基礎、日本語入力ができるようになることを目指す。また、大学出願や志望理由等の書類の作

成ができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章 さあ、はじめよう Word2021 

第 2 週/ Week 2 第 2 章 文書を作成しよう  

第 3 週/ Week 3 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題① 

第 4 週/ Week 4 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題② 

第 5 週/ Week 5 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 

第 6 週/ Week 6 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題① 

第 7 週/ Week 7 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題② 

第 8 週/ Week 8 第 4 章 表のある文書を作成しよう 

第 9 週/ Week 9 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題① 

第 10 週/ Week 10 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題② 

第 11 週/ Week 11 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 

第 12 週/ Week 12 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 練習問題① 

第 13 週/ Week 13 第 12 章 スライドショーを実行しよう 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

よくわかる Word2021＆Excel2021＆PowerPoint2021 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title プレゼン技法―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

12：10～13:00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

講義と実技を組み合わせた形式 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

プレゼンの基本的な理論と原則について学び、プレゼンの目的や効果について理解し、聴衆のニーズや関心を

考慮しながらプレゼンを構築する方法を習得することを目指す。さらに、声の使い方や表現力、緊張対策など

に焦点を当て、自信を持ってプレゼンを行うための技術を磨く。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

学生が効果的なスピーチを準備し、自信を持って公の場でプレゼンテーションするためのスキルを習得するこ

とを目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 プレタスク・表現・構成の導入 

第 2 週/ Week 2 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成 

第 3 週/ Week 3 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成② 

第 4 週/ Week 4 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 

第 5 週/ Week 5 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 FB 

第 6 週/ Week 6 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 プレタスク・表現・構成の導入 

第 7 週/ Week 7 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成 

第 8 週/ Week 8 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成② 

第 9 週/ Week 9 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 

第 10 週/ Week 10 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 FB 

第 11 週/ Week 11 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する プレタスク・表現・構成の導入 

第 12 週/ Week 12 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成 

第 13 週/ Week 13 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成② 

第 14 週/ Week 14 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 

第 15 週/ Week 15 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 FB 

第 16 週/ Week 16 記述発表・FB 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

初級からの日本語スピーチ 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N1 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方即時応答 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N1 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 英語応用Ⅰ―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

火曜日 

10：30 ～ 12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

コミュニケーションツールとして国際社会で活かせる英語力を養う。TOEIC, TOEFL 対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

大学受験や講義を受けるのに必要なレベルの英語力を身に付ける。 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 プレースメントテスト 

第 2 週/ Week 2 Pre Lesson1.2 

第 3 週/ Week 3 Pre Lesson3. Review 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 Lesson1 

第 6 週/ Week 6 Lesson2.3 

第 7 週/ Week 7 Lesson4.5 

第 8 週/ Week 8 Chapter 1 Review 

第 9 週/ Week 9 Lesson6.7 

第 10 週/ Week 10 Lesson8.9 

第 11 週/ Week 11 Lesson 10.11 

第 12 週/ Week 12 Lesson 12.13 

第 13 週/ Week 13 Lesson 14 / Chapter 2 Review 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験 FB 

第 17 週/ Week 17 L15 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

英語の基礎をなんとかするドリル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 日本語特講Ⅰ―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

火曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学習内容・方法） / Course Description 

中級後半レベル以上の学生に「日本の今」に合った内容を聴解をメインに教授していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本のニュースを聞いて内容を把握し、自分の意見を言えるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章経済・金融 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 2 週/ Week 2 第 1 章経済・金融 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 3 週/ Week 3 第 1 章経済・金融 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 4 週/ Week 4 第 1 章経済・金融 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 5 週/ Week 5 第 1 章経済・金融 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 6 週/ Week 6 第 1 章経済・金融 11・12 解答と聞き取りのポイント 

第 7 週/ Week 7 第 1 章経済・金融 13・14 解答と聞き取りのポイント 

第 8 週/ Week 8 第 1 章経済・金融 15・16 解答と聞き取りのポイント 

第 9 週/ Week 9 第 1 章経済・金融 17・18 解答と聞き取りのポイント 

第 10 週/ Week 10 第 1 章経済・金融 19・20 解答と聞き取りのポイント 

第 11 週/ Week 11 第 2 章政治・行政 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 12 週/ Week 12 第 2 章政治・行政 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 13 週/ Week 13 第 2 章政治・行政 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 14 週/ Week 14 第 2 章政治・行政 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 15 週/ Week 15 第 2 章政治・行政 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

ニュースの聴解 50 上級レベル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N2 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 例題と解き方 統合理解第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方即時応答 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N2 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 語彙中級―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

テキストを使った語彙の導入により意味を学び、実際の場面を想定し、用法を習得していく。 

また小テストも交えて、定着しているかを確認していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験の簡単な語彙を学ぶことにより、大学生活で必要な用語・概念を知る。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 オリエンテーション・1-1 社会一般語彙導入①（6 ページ） 

第 2 週/ Week 2 1-1 社会一般語彙導入②（6 ページ） 

第 3 週/ Week 3 1-1 社会一般語彙導入③（6 ページ） 

第 4 週/ Week 4 1-1 社会一般語彙導入④（6 ページ+2 語彙） 

第 5 週/ Week 5 1-2 政治・国際語彙導入①（6 ページ） 

第 6 週/ Week 6 1-2 政治・国際語彙導入②（6 ページ） 

第 7 週/ Week 7 1-2 政治・国際語彙導入③（5 ページ+1 語彙） 

第 8 週/ Week 8 1-3 経済・産業語彙導入①（6 ページ） 

第 9 週/ Week 9 1-3 経済・産業語彙導入②（6 ページ） 

第 10 週/ Week 10 1-3 経済・産業語彙導入③（6 ページ） 

第 11 週/ Week 11 1-3 経済・産業語彙導入③（2 ページ+3 語彙） 

第 12 週/ Week 12 期末試験 

第 13 週/ Week 13 期末試験 FB 

第 14 週/ Week 14 1-4 環境・科学語彙導入①（6 ページ） 

第 15 週/ Week 15 1-4 環境・科学語彙導入②（6 ページ） 

第 16 週/ Week 16 1-4 環境・科学語彙導入③（6 ページ+1 語彙） 

第 17 週/ Week 17 1-5 文化・教養語彙導入①（6 ページ） 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

新日本語分野別重要単語 1500 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 会話・記述―A・B（面接対策） 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
20 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 
4 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日常よくある場面設定を基に、今まで学んできた日本語表現にプラスし、より日本人の会話表現に近づける表現方

法をロールプレイで学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

進学に必要な語彙や表現を身につけ、面接に生かす。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 みんなと親しくなろう 1 クラスで自己紹介をする①プレタスク・ロールプレイ・会話の予想 

第 2 週/ Week 2 みんなと親しくなろう 1 クラスで自己紹介をする②会話の予想・表現、語彙の導入・会話作成 

第 3 週/ Week 3 みんなと親しくなろう 1 クラスで自己紹介をする③会話発表・FB 

第 4 週/ Week 4 みんなと親しくなろう 6 パーティーで初対面の人と話す①プレタスク・ロールプレイ・会話の予想 

第 5 週/ Week 5 みんなと親しくなろう 6 パーティーで初対面の人と話す②会話の予想・表現、語彙の導入・会話作成 

第 6 週/ Week 6 みんなと親しくなろう 6 パーティーで初対面の人と話す③会話発表・FB 

第 7 週/ Week 7 快適に暮らそう 8 医者に症状を説明する①プレタスク・ロールプレイ・会話の予想 

第 8 週/ Week 8 快適に暮らそう 8 医者に症状を説明する②会話の予想・表現、語彙の導入・会話作成 

第 9 週/ Week 9 快適に暮らそう 8 医者に症状を説明する③会話発表・FB 

第 10 週/ Week 10 快適に暮らそう 13 日常生活で色々なことを頼む①プレタスク・ロールプレイ・会話の予想① 

第 11 週/ Week 11 快適に暮らそう 13 日常生活で色々なことを頼む②会話の予想・表現、語彙の導入・会話作成 

第 12 週/ Week 12 快適に暮らそう 13 日常生活で色々なことを頼む③会話発表・FB 

第 13 週/ Week 13 快適に暮らそう 18 交通事故の状況を説明する①プレタスク・ロールプレイ・会話の予想 

第 14 週/ Week 14 快適に暮らそう 18 交通事故の状況を説明する②会話の予想・表現、語彙の導入・会話作成① 

第 15 週/ Week 15 快適に暮らそう 18 交通事故の状況を説明する③会話発表・FB 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 中級漢字―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 
授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

月曜日 

12：10～13:00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

テキストにある漢字を導入し、練習を行い、実生活と照らし合わせて漢字を身につける。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語学習のカギとなる漢字をきちんと学習し、身につけ、語彙や読解などほかの項目にも応用していく 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 飛行機 1ABC 空港で 漢字導入・練習 

第 2 週/ Week 2 Unit1 飛行機 2 飛行機の中で（1） 漢字導入・練習 

第 3 週/ Week 3 Unit1 飛行機 3 飛行機の中で（2） 漢字導入・練習 

第 4 週/ Week 4 Unit1 飛行機 4 飛行機の中で（3） 漢字導入・練習 

第 5 週/ Week 5 Unit1 飛行機 5 日本の空港で 漢字導入・練習 

第 6 週/ Week 6 Unit1 まとめ問題 A・B 

第 7 週/ Week 7 Unit2 外出 1 駅のホームで 漢字導入・練習 

第 8 週/ Week 8 Unit2 外出 2 乗り換えの駅で（1） 漢字導入・練習 

第 9 週/ Week 9 Unit2 外出 3 乗り換えの駅で（2） 漢字導入・練習 

第 10 週/ Week 10 Unit2 外出 4 電車の中で 漢字導入・練習 

第 11 週/ Week 11 Unit2 外出 5 交差点で 漢字導入・練習 

第 12 週/ Week 12 Unit2 まとめ問題 A・B 

第 13 週/ Week 13 期末試験 

第 14 週/ Week 14 期末試験 FB 

第 15 週/ Week 15 Unit3 リサの生活 1 住んでいるところ 漢字導入・練習 

第 16 週/ Week 16 Unit3 リサの生活 2 仕事の話 漢字導入・練習 

第 17 週/ Week 17 Unit3 リサの生活 3 ビザの配達 漢字導入・練習 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験問題集 N3 漢字スピードマスター 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 会話応用―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

火曜日 

12：10～13：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

身近な話題について受講生の既知の部分を掘り出し、クラス内で情報共有をし、より観点を広げる作業か

ら始める。特に関心が高いテーマや、知っていなければならない日本事情を取りだし、グループディスカ

ッションを通じて意見交換をし、さまざまな形式で自分の意見をまとめる作業を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

時事問題でのディスカッション・ディベートを通して、小論文で事故の意見を論理的に表現する能力を養

う。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 4 課旅の計画を立ててみようプレタスク 

第 2 週/ Week 2 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 4 課旅の計画を立ててみようメインタスク 

第 3 週/ Week 3 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 4 課旅の計画を立ててみようポストタスク・発表準備 

第 4 週/ Week 4 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 4 課旅の計画を立ててみよう発表・FB 

第 5 週/ Week 5 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 6 課音楽にはどんな力がある？プレタスク 

第 6 週/ Week 6 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 6 課音楽にはどんな力がある？メインタスク 

第 7 週/ Week 7 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 6 課音楽にはどんな力がある？ポストタスク・発表準備 

第 8 週/ Week 8 タスクベースで学ぶ日本語中級 1 6 課旅の計画を立ててみよう発表・FB 

第 9 週/ Week 9 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 3 課公共施設を利用している？プレタスク 

第 10 週/ Week 10 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 3 課公共施設を利用している？メインタスク 

第 11 週/ Week 11 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 3 課公共施設を利用している？ポストタスク・発表準備 

第 12 週/ Week 12 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 3 課公共施設を利用している？発表・FB 

第 13 週/ Week 13 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 4 課違う自分になりたい？プレタスク 

第 14 週/ Week 14 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 4 課違う自分になりたい？メインタスク 

第 15 週/ Week 15 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 4 課違う自分になりたい？ポストタスク・発表準備 

第 16 週/ Week 16 タスクベースで学ぶ日本語中級 2 4 課違う自分になりたい？発表（期末試験） 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

タスクベースで学ぶ日本語中級 1・2 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 N３―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

月曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  

 /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる

力を養うため、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問

題・課毎に掲載されているトピック読解を通じて日本語能力試験 N3 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N3 レベルの日本語文法を理解し、実生活で運用するための訓練を行う。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第一話「教科書を買いに行く」場面 1 本屋で① 

第 2 週/ Week 2 第一話「教科書を買いに行く」場面 1 本屋で② 

第 3 週/ Week 3 第一話「教科書を買いに行く」場面 1 本屋でプラス 1 

第 4 週/ Week 4 第一話「教科書を買いに行く」場面 1 本屋でプラス 2 

第 5 週/ Week 5 第一話「教科書を買いに行く」場面 1 本屋でプラス 3 

第 6 週/ Week 6 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出て① 

第 7 週/ Week 7 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出て② 

第 8 週/ Week 8 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出てプラス 1 

第 9 週/ Week 9 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出てプラス 2 

第 10 週/ Week 10 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出てプラス 3 

第 11 週/ Week 11 第一話「教科書を買いに行く」場面 2 本屋を出てプラス 4 

第 12 週/ Week 12 第一話「教科書を買いに行く」場面 3 喫茶店の前で① 

第 13 週/ Week 13 第一話「教科書を買いに行く」場面 3 喫茶店の前で② 

第 14 週/ Week 14 第一話「教科書を買いに行く」場面 3 喫茶店の前でプラス 1 

第 15 週/ Week 15 第一話「教科書を買いに行く」場面 3 喫茶店の前でプラス 2 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Mater 

日本語能力試験問題集 N3 文法スピードマスター 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N３―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

木・金曜日 

12：10～13：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験Ｎ3 合格を目指し、試験形式で聴解・読解問題を演習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験Ｎ3 合格 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 聴解 問題 1 回目課題理解/リスト 1 あいさつ 読解 問題 1 回目接続の表現 

第 2 週/ Week 2 聴解 問題 2 回目発話表現/リスト 2 敬語 尊敬語 読解 問題 2 回目接続の表現（2） 

第 3 週/ Week 3 聴解 問題 3 回目ポイント理解/リスト 2 敬語 謙譲語  読解 問題 3 回目指示詞 

第 4 週/ Week 4 聴解 問題 4 回目ポイント理解・発話表現/3 リスト話しことば 読解 問題 4 回目主語の省略 

第 5 週/ Week 5 聴解 問題 5 回目概要理解/リスト 4 イントネーション 読解 問題 5 回目理由 

第 6 週/ Week 6 聴解 問題 6 回目即時応答/リスト 5 順番 読解 問題 6 回目メール・メモ・お知らせ 

第 7 週/ Week 7 聴解 問題 7 回目課題理解・即時応答/リスト 6 依頼する 読解 問題 7 回目意見文 

第 8 週/ Week 8 聴解 問題 8 回目課題理解・即時応答/リスト 7 許可を求める 読解 問題 8 回目説明文 

第 9 週/ Week 9 聴解 問題 9 回目ポイント理解・発話表現/リスト 8 申し出る 読解 問題 9 長文と情報検索 

第 10 週/ Week 10 聴解 問題 10 回目ポイント理解・発話表現/リスト 9 誘う 読解 問題 10 回目長文と情報検索（2） 

第 11 週/ Week 11 聴解 問題 11 回目概要理解・即時応答/リスト 10 必要・必要 読解 問題 11 回目長文と情報検索（3） 

第 12 週/ Week 12 聴解 問題 12 回目総合練習/リスト 11 アドバイス 読解 問題 12 回目長文と情報検索（4） 

第 13 週/ Week 13 聴解 リスト 12 謝る 13 ほめる 14 命令する 15 禁止する 16 てある・ておく 

第 14 週/ Week 14 聴解 リスト 17 引用 18 最後まで言わない言い方 19 前置き 20 予測できる表現 

第 15 週/ Week 15 聴解・読解模擬試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

JLPT ポイント＆プラクティス N3 読解 

JLPT ポイント＆プラクティス N3 聴解 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N３―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 
授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

木曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験Ｎ3 レベルの日本語語彙、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

 

N3 漢字および語彙を理解し使えるようになる 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 PART1 新しいことばを覚えよう 1 時間 

第 2 週/ Week 2 PART1 新しいことばを覚えよう 2 人・家族 

第 3 週/ Week 3 PART1 新しいことばを覚えよう 3 食べる・飲む 

第 4 週/ Week 4 PART1 新しいことばを覚えよう 4 料理・味 

第 5 週/ Week 5 PART1 新しいことばを覚えよう 5 レストラン 

第 6 週/ Week 6 PART1 新しいことばを覚えよう 6 毎日の生活 

第 7 週/ Week 7 PART1 新しいことばを覚えよう 7 電車 

第 8 週/ Week 8 PART1 新しいことばを覚えよう 8 飛行機・バス・車 

第 9 週/ Week 9 PART1 新しいことばを覚えよう 9 家 

第 10 週/ Week 10 PART1 新しいことばを覚えよう 10 街 

第 11 週/ Week 11 PART1 新しいことばを覚えよう 11 お金・売る・買う 

第 12 週/ Week 12 PART1 新しいことばを覚えよう 12 服・靴 

第 13 週/ Week 13 PART1 新しいことばを覚えよう 13 色・形 

第 14 週/ Week 14 PART1 新しいことばを覚えよう 14 数・量 

第 15 週/ Week 15 PART1 新しいことばを覚えよう 15 趣味・活動 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

スピードマスターN3 語彙 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 中級日本語演習―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

木曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

身近な話題について受講生の既知の部分を掘り出し、クラス内で情報共有をし、より観点を広げる作業か

ら始める。特に関心が高いテーマや、知っていなければならない日本事情を取りだし、グループディスカ

ッションを通じて意見交換をし、さまざまな形式で自分の意見をまとめる作業を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日常的な話題について、自ら進んでアウトプットできる自律した学生の育成を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 できる日本語初中級 1 課-2 新しい友達 

第 2 週/ Week 2 できる日本語初中級 2 課-2 一緒に食事 

第 3 週/ Week 3 できる日本語初中級 3 課-1 これからの計画 

第 4 週/ Week 4 できる日本語初中級 3 課-2 夢に向かって 

第 5 週/ Week 5 できる日本語初中級 5 課-1 困ったな 

第 6 週/ Week 6 できる日本語初中級 6 課-1 旅行の計画 

第 7 週/ Week 7 できる日本語初中級 7 課-2 一緒に作りましょう 

第 8 週/ Week 8 できる日本語初中級 8 課-1 うれしい出来事 

第 9 週/ Week 9 できる日本語初中級 9 課-2 楽しいアルバイト 

第 10 週/ Week 10 できる日本語初中級 10 課-1 ハプニング 

第 11 週/ Week 11 できる日本語初中級 11 課-1 慣れてみると 

第 12 週/ Week 12 できる日本語初中級 12 課-1 体調不良 

第 13 週/ Week 13 できる日本語初中級 12 課-2 毎日元気に！ 

第 14 週/ Week 14 できる日本語初中級 13 課-1 町で見かけたこどもたち 

第 15 週/ Week 15 できる日本語初中級 13 課-2 思い出すと 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

できる日本語初中級 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級日本語―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

あり 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

月・木曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語力を向上させつつ、考え方やものの見方を広げ、国際的な視野を持つ総合的な学習を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

試験に特化した日本語ではなく、日本・世界事情や時事問題等から疑問に思うようなことを考え、日本語で詳細ま

で話すことができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 課使いましょう＋新しい言葉 

第 2 週/ Week 2 第 1 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 3 週/ Week 3 第 1 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 4 週/ Week 4 第 1 課話しましょう、復習 

第 5 週/ Week 5 第 2 課使いましょう＋新しい言葉 

第 6 週/ Week 6 第 2 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 7 週/ Week 7 第 2 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 8 週/ Week 8 第 2 課話しましょう、復習 

第 9 週/ Week 9 第 3 課使いましょう＋新しい言葉 

第 10 週/ Week 10 第 3 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 11 週/ Week 11 第 3 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 12 週/ Week 12 第 3 課話しましょう、復習 

第 13 週/ Week 13 第 4 課使いましょう＋新しい言葉 

第 14 週/ Week 14 第 4 課使いましょう続き＋新しい言葉 

第 15 週/ Week 15 第 4 課一緒に考えましょう、本文精読＋答えましょう、まとめましょう 

第 16 週/ Week 16 第 4 課話しましょう、復習 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

上級で学ぶ日本語/上級で学ぶ日本語 ワークブック  

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 語彙上級-A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

テキストを使った語彙の導入により意味を学び、実際の場面を想定し、用法を習得していく。 

また小テストも交えて、定着しているかを確認していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験の簡単な語彙を学ぶことにより、大学生活で必要な用語・概念を知る。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 2-1 社会一般 P110～112 確認しよう 

第 2 週/ Week 2 2-1 社会一般 P114～118（～栄養）確認しよう 

第 3 週/ Week 3 2-1 社会一般 P118（誘拐～）～2-2 政治・国際 P112（～陳情）確認しよう 

第 4 週/ Week 4 2-2 政治・国際 P124～130（～国賓）確認しよう 

第 5 週/ Week 5 2-2 政治・国際 P130（覇権～）2-3 経済・産業 P134（～鈍化）確認しよう 

第 6 週/ Week 6 2-3 経済・産業 P136～P140（～残高）確認しよう 

第 7 週/ Week 7 2-3 経済・産業 P140（精密機械～）～P146（～誘致）確認しよう 

第 8 週/ Week 8 2-4 環境・科学 P146（熱帯雨林～）～P148（～海流）確認しよう 

第 9 週/ Week 9 2-4 環境・科学 P150～152（微生物）確認しよう 

第 10 週/ Week 10 2-4 環境・科学 P152（水蒸気～）～P156（腐食）確認しよう 

第 11 週/ Week 11 2-4 環境・科学 P158（冷却～）P160（～受精）確認しよう 

第 12 週/ Week 12 2-5 文化・教養 P160（公文書～）～P162（～メセナ）確認しよう 

第 13 週/ Week 13 2-5 文化・教養 P162（和歌～）～P164（洗練）確認しよう 

第 14 週/ Week 14 2-5 文化・教養 P166～P168（～生け花）確認しよう 

第 15 週/ Week 15 2-5 文化・教養 P168（源流～）～P170（遊郭）確認しよう 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験対策新日本語分野別重要単語 1500 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 会話・記述 A・B（面接対策） 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

金曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

一般的な面接の設定を基に、今まで学んできた日本語表現にプラスし、より日本人の会話表現に近づける表現方法

をロールプレイで学ぶ。また、シャドーイングを行うことにより、発音や口頭表現の滑らかさの能力も上げていく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

進学に必要な語彙や表現を身につけ、面接に生かす。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 ① Unit2-1❶～❹ 1 回目 ②自己紹介 自己紹介の語彙・表現導入 （できる中級 1 課） 

第 2 週/ Week 2 ① Unit2-1❶～❹  2 回目 ②自己紹介 自己紹介短文作成 発表と FB 

第 3 週/ Week 3 ① Unit2-1❶～❹  3 回目 ③基本応答①～④ 答え方を知る・表現導入 

第 4 週/ Week 4 ① Unit2-1❺～❼  1 回目 ③基本応答①～④ 答えの短文作成 発表と FB 

第 5 週/ Week 5 ① Unit2-1❺～❼  2 回目 ③基本応答⑤～⑧ 答え方を知る・表現導入 

第 6 週/ Week 6 ① Unit2-1❺～❼  3 回目 ③基本応答⑤～⑧ 答えの短文作成 発表と FB 

第 7 週/ Week 7 ① Unit2-1❽～➓  1 回目 ③Ⅱプライベートな質問①～⑤ 答え方を知る 表現導入 

第 8 週/ Week 8 ① Unit2-1❽～➓  2 回目 ③Ⅱプライベートな質問①～⑤ 答えの短文作成 発表と FB 

第 9 週/ Week 9 ① Unit2-1❽～➓  3 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑥～⑩ 答え方を知る 表現導入 

第 10 週/ Week 10 ① Unit2-1⓫～⓮  1 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑥～⑩ 答えの短文作成 発表とＦＢ 

第 11 週/ Week 11 ① Unit2-1⓫～⓮  2 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑪～⑭答え方を知る 表現導入 

第 12 週/ Week 12 ① Unit2-1⓫～⓮  3 回目 ③Ⅱプライベートな質問⑪～⑭ 答えの短文作成 発表とＦＢ 

第 13 週/ Week 13 ① Unit2-1⓯～⓲  1 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 14 週/ Week 14 ① Unit2-1⓯～⓲  2 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 15 週/ Week 15 ① Unit2-1⓯～⓲  3 回目 ③第 3 章面接のマナー グループ面接のロールプレイ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

① シャドーイング日本語を話そう！就職・アルバイト・進学面接編 

② できる中級 1 ③新・外国人留学生のための面接合格するための本 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級漢字―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 

金曜日 

12：10～13：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

漢字を理解 JLPT 合格を目指し、且つ日常的に漢字が使えるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 1 日本列島 漢字導入 

第 2 週/ Week 2 1 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 3 週/ Week 3 2 日本の産業 漢字導入 

第 4 週/ Week 4 2 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 5 週/ Week 5 3 日本の貿易 漢字導入 

第 6 週/ Week 6 3 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 7 週/ Week 7 4 日本の景気変動 漢字導入 

第 8 週/ Week 8 4 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 9 週/ Week 9 1～4 復習 まとめの問題 1 記入 FB 

第 10 週/ Week 10 5 日本の政治機構 漢字導入 

第 11 週/ Week 11 5 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 12 週/ Week 12 6 内閣 漢字導入 

第 13 週/ Week 13 6 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 14 週/ Week 14 7 国際首脳会議 漢字導入 

第 15 週/ Week 15 7 復習 Ⅰ読みましょう Ⅱ書きましょう Ⅲ聞きましょう 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

Practical 漢字 現代社会を読む 700 漢字 vol:1 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 N1―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

木曜日  

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる力を養うた

め、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問題・課毎に掲載されて

いるトピック読解を通じて日本語能力試験 N2 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N1 レベルの日本語文法を理解し、N2 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 1～6 文法導入 

第 2 週/ Week 2 Unit1 7～12 文法導入 unit1 1～6 ディクテーション 

第 3 週/ Week 3 Unit1 ディクテーション 練習問題  

第 4 週/ Week 4 Unit2 13～17 文法導入 unit1 7～12 ディクテーション 

第 5 週/ Week 5 Unit2 18～23 文法導入 unit2 13～17 ディクテーション 

第 6 週/ Week 6 Unit2 ディクテーション 練習問題  

第 7 週/ Week 7 Unit3 24～29 文法導入 unit2 7～12 ディクテーション 

第 8 週/ Week 8 Unit3 30～36 文法導入 unit3 24～29 ディクテーション 

第 9 週/ Week 9 Unit3 ディクテーション 練習問題 

第 10 週/ Week 10 まとめテスト 1～36  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 Unit4 37～42 文法導入 unit3 30～36 ディクテーション 

第 12 週/ Week 12 Unit4 43～48 文法導入 unit4 37~42 ディクテーション 

第 13 週/ Week 13 Unit4 ディクテーション 練習問題 

第 14 週/ Week 14 Unit5 49～54 文法導入 unit4 43～48 ディクテーション 

第 15 週/ Week 15 Unit5 55～60 文法導入 unit5 49～54 ディクテーション 

第 16 週/ Week 16 Unit5 ディクテーション 練習問題 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える日本語能力試験文法トレーニング N1 

成績評価 / Evaluation 

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N1―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方即時応答 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N1 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N1―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

N1 語彙を理解し、N1 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1  

第 2 週/ Week 2  

第 3 週/ Week 3  

第 4 週/ Week 4  

第 5 週/ Week 5  

第 6 週/ Week 6  

第 7 週/ Week 7  

第 8 週/ Week 8  

第 9 週/ Week 9  

第 10 週/ Week 10  

第 11 週/ Week 11  

第 12 週/ Week 12  

第 13 週/ Week 13  

第 14 週/ Week 14  

第 15 週/ Week 15  

第 16 週/ Week 16  

第 17 週/ Week 17  

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える語彙トレーニング N1 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 N2―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる力を養うた

め、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問題・課毎に掲載されて

いるトピック読解を通じて日本語能力試験 N2 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N2 レベルの日本語文法を理解し、N2 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 Unit1 1～6 文法導入 

第 2 週/ Week 2 Unit1 7～12 文法導入 unit1 1～6 ディクテーション 

第 3 週/ Week 3 Unit1 ディクテーション 練習問題  

第 4 週/ Week 4 Unit2 13～17 文法導入 unit1 7～12 ディクテーション 

第 5 週/ Week 5 Unit2 18～23 文法導入 unit2 13～17 ディクテーション 

第 6 週/ Week 6 Unit2 ディクテーション 練習問題  

第 7 週/ Week 7 Unit3 24～29 文法導入 unit2 7～12 ディクテーション 

第 8 週/ Week 8 Unit3 30～36 文法導入 unit3 24～29 ディクテーション 

第 9 週/ Week 9 Unit3 ディクテーション 練習問題 

第 10 週/ Week 10 まとめテスト 1～36  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 Unit4 37～42 文法導入 unit3 30～36 ディクテーション 

第 12 週/ Week 12 Unit4 43～48 文法導入 unit4 37~42 ディクテーション 

第 13 週/ Week 13 Unit4 ディクテーション 練習問題 

第 14 週/ Week 14 Unit5 49～54 文法導入 unit4 43～48 ディクテーション 

第 15 週/ Week 15 Unit5 55～60 文法導入 unit5 49～54 ディクテーション 

第 16 週/ Week 16 Unit5 ディクテーション 練習問題 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

耳から覚える日本語能力試験文法トレーニング N2 

成績評価 / Evaluation 

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N2―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

木曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方内容理解/主張理解 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方課題理解/ポイント理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 例題と解き方 統合理解第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方即時応答 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N2 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N2―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT 語彙を理解し、JLPT 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 1 時間 

第 2 週/ Week 2 2 家 

第 3 週/ Week 3 3 お金 

第 4 週/ Week 4 4 数・量 

第 5 週/ Week 5 5 国・社会 

第 6 週/ Week 6 6 産業・技術 

第 7 週/ Week 7 7 自然 

第 8 週/ Week 8 8 体・健康 

第 9 週/ Week 9 第 1 回実践問題 記入・FB 9 交通 

第 10 週/ Week 10 10 位置・方向 

第 11 週/ Week 11 11 趣味・活動 

第 12 週/ Week 12 12 学校・学問 

第 13 週/ Week 13 13 仕事① 

第 14 週/ Week 14 14 仕事② 

第 15 週/ Week 15 15 能力・評価 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

スピードマスターN2 語彙 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策文法 N3―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  

 /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき 3～4 の文法について、使われる場面及び文法規則を講義形式で学ぶ。また運用できる

力を養うため、例文作成を用いてどのように学習文法を使えばいいかを確認すると同時に、文法練習問

題・課毎に掲載されているトピック読解を通じて日本語能力試験 N3 に合格する力を養う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験 N3 レベルの日本語文法を理解し、実生活で運用するための訓練を行う。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 問題パート 1 スポーツクラブに入会します リストパート P82 

第 2 週/ Week 2 問題パート 2 友達をお花見に誘います   リストパート P83 

第 3 週/ Week 3 問題パート 3 友達とお花見を計画します  リストパート P84 

第 4 週/ Week 4 問題パート 4 電車が遅れます       リストパート P85 

第 5 週/ Week 5 問題パート 5 頭が痛くてしょうがない   リストパート P86 

第 6 週/ Week 6 問題パート 6 これは雑誌の占いです    リストパート P87 

第 7 週/ Week 7 問題パート 7 留学した理由を話します   リストパート P88 

第 8 週/ Week 8 問題パート 8 インターネットで買い物しますリストパート P89 

第 9 週/ Week 9 問題パート 9 カメラを修理に出します   リストパート P90 

第 10 週/ Week 10 問題パート 10 忍者ランドへようこそ   リストパート P91/92 

第 11 週/ Week 11 問題パート 11 友達に授業のお願いをします リストパート P93 

第 12 週/ Week 12 問題パート 12 友達を相撲に誘います    リストパート P94 

第 13 週/ Week 13 問題パート 13 レトルトカレーを温めます  リストパート P95 

第 14 週/ Week 14 問題パート 14 アルバイトで休みの希望を言いますリストパート P96 

第 15 週/ Week 15 問題パート 15 朝ごはんを食べましょう    リストパート P97/98 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Mater 

ポイント＆プラクティス文法 N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策聴解・読解 N３―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

1 回の授業につき解き方と例題を行い、問題になれる。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語能力試験合格レベルの日本語聴解・読解を理解し、JLPT 合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 読解 例題と解き方 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方 課題理解 第 9 週 1 日目 

第 2 週/ Week 2 読解 例題と解き方 第 5 週 1 日目 聴解 例題と解き方 課題理解 第 9 週 1 日目 

第 3 週/ Week 3 読解 第 5 週 2 日目 聴解 第 9 週 2 日目 

第 4 週/ Week 4 読解 第 5 週 3 日目 聴解 第 9 週 3 日目 

第 5 週/ Week 5 読解 第 5 週 4 日目 聴解 第 9 週 4 日目 

第 6 週/ Week 6 読解 第 5 週 5 日目 聴解 第 9 週 5 日目 

第 7 週/ Week 7 聴解 第 6 週 1 日目 聴解 例題と解き方ポイント理解 第 10 週 1 日目 

第 8 週/ Week 8 読解 第 6 週 2 日目 聴解 第 10 週 2 日目 

第 9 週/ Week 9 読解 第 6 週 3 日目 聴解 第 10 週 3 日目 

第 10 週/ Week 10 読解 第 6 週 4 日目 聴解 第 10 週 4 日目 

第 11 週/ Week 11 読解 第 6 週 5 日目 聴解 第 10 週 5 日目 

第 12 週/ Week 12 読解 第 7 週 1 日目 聴解 例題と解き方概要理解・発話表現 第 11 週 1 日目 

第 13 週/ Week 13 読解 第 7 週 2 日目 聴解 第 11 週 2 日目 

第 14 週/ Week 14 読解 第 7 週 3 日目 聴解 第 11 週 3 日目 

第 15 週/ Week 15 読解 第 7 週 4 日目 聴解 第 11 週 4 日目 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験ベスト総合問題集 N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title JLPT 対策語彙 N３―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本語能力試験の日本語語彙・漢字の成り立ち、意味、関連語、対義語を学ぶ。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT 語彙を理解し、JLPT 合格を目指す 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 リストパート P70 問題パート 1 生活（1） 記入・FB 

第 2 週/ Week 2 リストパート P71 問題パート 2 生活（2） 記入・FB 

第 3 週/ Week 3 リストパート P72 問題パート 3 生活（3） 記入・FB 

第 4 週/ Week 4 リストパート P73 問題パート 4 文化   記入・FB 

第 5 週/ Week 5 リストパート P74 問題パート 5 自然   記入・FB 

第 6 週/ Week 6 リストパート P75 問題パート 6 健康   記入・FB 

第 7 週/ Week 7 リストパート P76 問題パート 7 人との関係（1） 記入・FB 

第 8 週/ Week 8 リストパート P77 問題パート 8 人との関係（2） 記入・FB 

第 9 週/ Week 9 リストパート P78 問題パート 9 気持ち（1）   記入・FB 

第 10 週/ Week 10 リストパート P79 問題パート 10 気持ち（2）  記入・FB 

第 11 週/ Week 11 リストパート P80 問題パート 11 学校   記入・FB 

第 12 週/ Week 12 リストパート P81 問題パート 12 いろいろな問題 記入・FB 

第 13 週/ Week 13 リストパート P82 問題パート 13 お金     記入・FB 

第 14 週/ Week 14 リストパート P83 問題パート 14 旅行・交通  記入・FB 

第 15 週/ Week 15 リストパート P84 問題パート 15 仕事（1）   記入・FB 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

ポイント＆プラクティス N3 文字・語彙 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 総合日本語演習―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 
2 単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

講義と演習を組み合わせ、語彙確認、小テスト、グループディスカッション、記述練習を行う。過去問題および模擬問題を活用し、実践的な読

解力・記述力を養成する。 

 授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験の主に総合科目で扱われる政治・経済・社会・国際関係などの分野の語彙および表現を習得し、アカ

デミックな文章読解力と論理的思考力を養成する。 

週 授業 

計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 ①Ⅱ現代の経済🈩経済体制～ ②§2 政治・国際 有罪～別れる 

第 2 週/ Week 2 ①Ⅱ現代の経済🈔経済循環と現代の企業 ②§3 経済・産業 相次ぐ～売上 

第 3 週/ Week 3 ①Ⅱ現代の経済🈪市場と価格 ②§3 経済・産業 売れ行き～改装 

第 4 週/ Week 4 ①Ⅱ現代の経済 4⃣国民所得と景気変動 ②§3 経済・産業 解体～稼働する 

第 5 週/ Week 5 ①Ⅱ現代の経済 5⃣金融政策 ②§3 経済・産業 加入～巨大 

第 6 週/ Week 6 ①Ⅱ現代の経済⑥財政政策 ②§3 経済・産業 拠点～工業 

第 7 週/ Week 7 ①Ⅱ現代の経済⑦日本経済の歩み ②§3 経済・産業 広告～サービス 

第 8 週/ Week 8 ①Ⅱ現代の経済⑧日本経済の諸問題 ②§3 経済・産業 在庫～辞任 

第 9 週/ Week 9 ①Ⅱ現代の経済⑨国際経済（1） ②§3 経済・産業 指標～人件費 

第 10 週/ Week 10 ①Ⅱ現代の経済⑩国際経済（2） ②§3 経済・産業 進行～耕す 

第 11 週/ Week 11 ①Ⅱ現代の経済 ①～⑩復習  ②§2 政治・国際 テロ～発表 

第 12 週/ Week 12 ①Ⅳ現代の政治 ①民主主義の基本原理 ②§2 政治・国際 判決～方針 

第 13 週/ Week 13 ①Ⅳ現代の政治 ②世界の政治制度 ②§2 政治・国際 膨大～有効 

第 14 週/ Week 14 ①Ⅳ現代の政治 ③日本国憲法 ②§2 政治・国際 明らか～演説 

第 15 週/ Week 15 ①Ⅳ現代の政治 ④日本の統治機構 ②§2 政治・国際 宣言～適用 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

①ハイレベル総合科目 ②ハイレベル頻出単語 3200 §2・§3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 英語試験対策演習―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
１７回 / １７回 

授業時間 

Class Hours 
２単位時間 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

実践的にできるだけ多くの問題を解答していくことで、解答テクニックをさらに向上させる。 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

TOEIC,TOEFL,ILTS の過去問題集および公式問題集を用いて、各試験の対策を演習形式で行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

不得意分野を克服し、解答テクニックを磨くことで各試験の点数を上げる。。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 2 週/ Week 2 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 3 週/ Week 3 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 4 週/ Week 4 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 5 週/ Week 5 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 6 週/ Week 6 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 7 週/ Week 7 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 8 週/ Week 8 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 9 週/ Week 9 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 10 週/ Week 10 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 11 週/ Week 11 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 12 週/ Week 12 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 13 週/ Week 13 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 14 週/ Week 14 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 15 週/ Week 15 TOEIC、TOEFL、ILTS 各問題３問 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 上級日本語演習―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

ディスカッションを通じ、日本語力の向上と思考をふかめる練習をする。基本的な日本語の会話には問題

がないレベルの学生たちが「もう 1 レベル上の会話」を練習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本語でディスカッションができるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 オリエンテーション 

第 2 週/ Week 2 第 1 課ルール プレタスク ショートストーリー① 

第 3 週/ Week 3 第 1 課ルール 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 4 週/ Week 4 第 1 課ルール もっと深く話そう まとめよう 

第 5 週/ Week 5 第 2 課見た目 プレタスク ショートストーリー① 

第 6 週/ Week 6 第 2 課見た目 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 7 週/ Week 7 第 2 課見た目 もっと深く話そう まとめよう 

第 8 週/ Week 8 第 3 課お金 プレタスク ショートストーリー① 

第 9 週/ Week 9 第 3 課お金 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 10 週/ Week 10 第 3 課お金 もっと深く話そう まとめよう 

第 11 週/ Week 11 第 4 課結婚 プレタスク ショートストーリー① 

第 12 週/ Week 12 第 4 課結婚 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 13 週/ Week 13 第 4 課結婚 もっと深く話そう まとめよう 

第 14 週/ Week 14 第 5 課コミュニティ プレタスク ショートストーリー① 

第 15 週/ Week 15 第 5 課コミュニティ 内容を確認しよう 自分語りをしよう 

第 16 週/ Week 16 第 5 課コミュニティ もっと深く話そう まとめよう 

第 17 週/ Week 17 期末試験 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

読むから始める日本語会話ワークブック 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title EJU 演習―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

EJU230～250 を目指し、聴解、聴読解、読解の演習を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

EJU230～250 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 トレーニング編第 1 回 

第 2 週/ Week 2 トレーニング編第 2 回 

第 3 週/ Week 3 トレーニング編第 3 回 

第 4 週/ Week 4 トレーニング編第 4 回 

第 5 週/ Week 5 トレーニング編第 5 回 

第 6 週/ Week 6 トレーニング編第 6 回 

第 7 週/ Week 7 トレーニング編第 7 回 

第 8 週/ Week 8 トレーニング編第 8 回 

第 9 週/ Week 9 トレーニング編第 9 回 

第 10 週/ Week 10 トレーニング編第 10 回 

第 11 週/ Week 11 模擬試験聴解 

第 12 週/ Week 12 模擬試験聴読解 

第 13 週/ Week 13 模擬試験読解① 

第 14 週/ Week 14 模擬試験読解② 

第 15 週/ Week 15 総復習 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験日本語総合対策問題集 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title EJU 対策 読解・聴読解―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

日本留学試験 260 点～350 点取得を目指し、試験形式で聴解・読解・記述問題を演習する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本留学試験 260 点～350 点 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 2 週/ Week 2 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 3 週/ Week 3 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 4 週/ Week 4 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 5 週/ Week 5 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 6 週/ Week 6 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 7 週/ Week 7 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 8 週/ Week 8 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 9 週/ Week 9 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 10 週/ Week 10 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 11 週/ Week 11 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 12 週/ Week 12 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 13 週/ Week 13 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 14 週/ Week 14 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 15 週/ Week 15 過去問から 読解 2 問、聴読解 2 問、聴解 2 問 以上～ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

2020 年度第 2 回日本留学試験 2019 年度第 2 回日本留学試験 2018 年度第 2 回日本留学試験 

2017 年度第 2 回日本留学試験 2016 年度第 2 回日本留学試験 2015 年度第 2 回日本留学試験 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
JLPT 対策演習 N2 

文字語彙・聴解―A・B 

担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

本番と同じ形式で問題を解き、解説を聞くことで実践的に JLPT 対策を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT（日本語能力試験）N1～N3 の合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 直前対策ドリル＆模試第 1 回 ドリル＆ドリル 聴解 

第 2 週/ Week 2 直前対策ドリル＆模試第 2 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 3 週/ Week 3 直前対策ドリル＆模試第 3 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 4 週/ Week 4 直前対策ドリル＆模試第 4 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 5 週/ Week 5 直前対策ドリル＆模試第 5 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 6 週/ Week 6 直前対策ドリル＆模試第 6 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 7 週/ Week 7 直前対策ドリル＆模試第 7 回 ドリル＆ドリル 聴解 

第 8 週/ Week 8 直前対策ドリル＆模試第 8 回 ドリル＆ドリル 聴解 

第 9 週/ Week 9 直前対策ドリル＆模試第 9 回 ドリル＆ドリル 聴解 

第 10 週/ Week 10 直前対策ドリル＆模試第 10 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 11 週/ Week 11 直前対策ドリル＆模試第 11 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 12 週/ Week 12 直前対策ドリル＆模試第 12 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 13 週/ Week 13 直前対策ドリル＆模試第 13 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 14 週/ Week 14 直前対策ドリル＆模試第 14 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 15 週/ Week 15 直前対策ドリル＆模試第 15 回 ドリル＆ドリル 聴解  

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験直前対策ドリル＆模試 N1～N3   模試と対策 N1～N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス  2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
JLPT 対策演習 N2 

文法・読解―A・B 

担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 
0 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

本番と同じ形式で問題を解き、解説を聞くことで実践的に JLPT 対策を行う。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

JLPT（日本語能力試験）N1～N3 の合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 直前対策ドリル＆模試第 1 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 2 週/ Week 2 直前対策ドリル＆模試第 2 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 3 週/ Week 3 直前対策ドリル＆模試第 3 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 4 週/ Week 4 直前対策ドリル＆模試第 4 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 5 週/ Week 5 直前対策ドリル＆模試第 5 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 6 週/ Week 6 直前対策ドリル＆模試第 6 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 7 週/ Week 7 直前対策ドリル＆模試第 7 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 8 週/ Week 8 直前対策ドリル＆模試第 8 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 9 週/ Week 9 直前対策ドリル＆模試第 9 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 10 週/ Week 10 直前対策ドリル＆模試第 10 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 11 週/ Week 11 直前対策ドリル＆模試第 11 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 12 週/ Week 12 直前対策ドリル＆模試第 12 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 13 週/ Week 13 直前対策ドリル＆模試第 13 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 14 週/ Week 14 直前対策ドリル＆模試第 14 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 15 週/ Week 15 直前対策ドリル＆模試第 15 回 ドリル＆ドリル 読解 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本語能力試験直前対策ドリル＆模試 N1～N3   模試と対策 N1～N3 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title PC 基礎―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
 17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

金曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

パソコンの基本的な使い方を学ぶ。授業では実際に PC を使いながらテキストに沿って、日本語の入力から学ぶ。 

単元ごとに練習ドリルを使って、習熟度を確認する。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

Word および Excel の基礎、日本語入力ができるようになることを目指す。また、大学出願や志望理由等の書類の作

成ができるようにする。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章 さあ、はじめよう Word2021 

第 2 週/ Week 2 第 2 章 文書を作成しよう  

第 3 週/ Week 3 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題① 

第 4 週/ Week 4 第 2 章 文書を作成しよう 練習問題② 

第 5 週/ Week 5 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 

第 6 週/ Week 6 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題① 

第 7 週/ Week 7 第 3 章 グラフィック機能を使ってみよう 練習問題② 

第 8 週/ Week 8 第 4 章 表のある文書を作成しよう 

第 9 週/ Week 9 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題① 

第 10 週/ Week 10 第 4 章 表のある文書を作成しよう 練習問題② 

第 11 週/ Week 11 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 

第 12 週/ Week 12 第 11 章 プレゼンテーションを作成しよう 練習問題① 

第 13 週/ Week 13 第 12 章 スライドショーを実行しよう 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

よくわかる Word2021＆Excel2021＆PowerPoint2021 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 基礎数学―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /34 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の文系学生として必要な数学の基礎力を養う。日本留学試験の数学Ⅰ対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章 数と計算・方程式 １数と計算 ２展開と因数分解 

第 2 週/ Week 2 第 1 章 数と計算・方程式 ３二次方程式 

第 3 週/ Week 3 数と計算・方程式 実践編 問題 1～7 

第 4 週/ Week 4 数と計算・方程式 実践編 問題 8～13 

第 5 週/ Week 5 第 2 章 関数 １一次関数 ２二次関数 

第 6 週/ Week 6 第 2 章 関数 ３絶対値 ４不等式 

第 7 週/ Week 7 関数 実践編 問題 1～5 

第 8 週/ Week 8 関数 実践編 問題 6～10 

第 9 週/ Week 9 関数 実践編 問題 11～16 

第 10 週/ Week 10 第 3 章 三角比 １三角比の値と相互関係 

第 11 週/ Week 11 第 3 章 三角比 ２正弦定理、余弦定理、面積 

第 12 週/ Week 12 三角比 実践編 問題 1～5 

第 13 週/ Week 13 三角比 実践編 問題 6～9 

第 14 週/ Week 14 前期試験勉強① 

第 15 週/ Week 15 前期試験勉強② 

第 16 週/ Week 16 前期試験 

第 17 週/ Week 17 前期試験フィードバック・まとめ 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

日本留学試験 速攻トレーニング 数学コース１編 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 応用数学―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /34 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

8：50～10：20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の理系学生として必要な数学の応用力を養う。日本留学試験の数学Ⅱの対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 極限値・微分係数と導関数 

第 2 週/ Week 2 微分（積・商・合成関数） 

第 3 週/ Week 3 微分の計算 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 就学試験模試フィードバック 

第 6 週/ Week 6 極大・極小・増減表・合成関数の復習 

第 7 週/ Week 7 2 次関数・確率・図形 

第 8 週/ Week 8 場合の数・確率 

第 9 週/ Week 9 確率・図形・ベクトル（内積まで） 

第 10 週/ Week 10 ベクトル（内分点他）・複素数 

第 11 週/ Week 11 複素数・極形式・積・商・原点回りの回転 

第 12 週/ Week 12 複素数平面・回転 

第 13 週/ Week 13 積分導入 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 前期期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験フィードバック 

第 17 週/ Week 17 積分・定積分 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
サイエンスーA・B 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

月曜日 

8:50 ～ 10:20 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学の理系学生として必要な物理・化学・生物の基礎力を養う。日本留学試験の理系科目の対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 化学：原子の構造・周期表・物質量  物理：等速運動 等加速度運動 

第 2 週/ Week 2 化学：物質量の計算  物理：運動方程式・力のつりあい・仕事とエネルギー 

第 3 週/ Week 3 化学：化学結合・結晶・酸・塩基  物理：摩擦力・弾性力・エネルギー 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 留学試験模試フィードバック 

第 6 週/ Week 6 化学：酸化還元反応・酸化数  物理：運動量・力積・反発係数 

第 7 週/ Week 7 化学：陽イオンの系統分離  物理：電場・コンデンサー・回路 

第 8 週/ Week 8 物理：コンデンサーの回路・キルヒホッフの法則 

第 9 週/ Week 9 化学：ボイル・シャルル・気体の状態方程式・分圧  物理：電流が作る磁界・フレミングの法則 

第 10 週/ Week 10 物理：電磁誘導・レンツの法則 

第 11 週/ Week 11 化学：有機化学（脂肪族・アルコール・エーテル） 

第 12 週/ Week 12 化学：有機化学（異性体・官能基） 

第 13 週/ Week 13 物理：波動 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験フィードバック 

第 17 週/ Week 17 化学：有機化学（芳香族）  物理：ドップラー効果 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

 

 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
国際理解―A・B 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

10：30～ 12:00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

各国の歴史・経済状況を把握し、国際情勢への理解を深める。日本留学試験の総合科目の対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

 

 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 プレースメントテスト １－１ 情報社会 

第 2 週/ Week 2 １－２ 少子高齢社会 

第 3 週/ Week 3 １－３・４ 多文化理解・生命倫理 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試  

第 5 週/ Week 5 １－５・６ 社会福祉・不平等の是正 

第 6 週/ Week 6 ２－１ 経済体制 

第 7 週/ Week 7 ２－２ 価格と市場 

第 8 週/ Week 8 ２－３ 景気変動 

第 9 週/ Week 9 ２－４ 経済成長 

第 10 週/ Week 10 ２－５ 政府と経済政策 

第 11 週/ Week 11 ２－６ 国民経済と国際経済 

第 12 週/ Week 12 ３－１ 民主主義の原理 

第 13 週/ Week 13 ３－２ 議会と政府 

第 14 週/ Week 14 ３－３ 選挙と政治参加 

第 15 週/ Week 15 前期復習 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

・速攻 総合科目 

・総合科目の基礎用語 リハーサル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title プレゼン技法―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

12：10～13:00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

講義と実技を組み合わせた形式 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

プレゼンの基本的な理論と原則について学び、プレゼンの目的や効果について理解し、聴衆のニーズや関心を

考慮しながらプレゼンを構築する方法を習得することを目指す。さらに、声の使い方や表現力、緊張対策など

に焦点を当て、自信を持ってプレゼンを行うための技術を磨く。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

学生が効果的なスピーチを準備し、自信を持って公の場でプレゼンテーションするためのスキルを習得するこ

とを目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 プレタスク・表現・構成の導入 

第 2 週/ Week 2 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成 

第 3 週/ Week 3 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ原稿作成② 

第 4 週/ Week 4 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 

第 5 週/ Week 5 STEP1 基本的なスピーチの構成 3 私の仕事 スピーチ発表 FB 

第 6 週/ Week 6 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 プレタスク・表現・構成の導入 

第 7 週/ Week 7 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成 

第 8 週/ Week 8 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ原稿作成② 

第 9 週/ Week 9 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 

第 10 週/ Week 10 STEP1 基本的なスピーチの構成 9 経済と人々の生活 スピーチ発表 FB 

第 11 週/ Week 11 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する プレタスク・表現・構成の導入 

第 12 週/ Week 12 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成 

第 13 週/ Week 13 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ原稿作成② 

第 14 週/ Week 14 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 

第 15 週/ Week 15 STEP2 より複雑なスピーチの構成 12 変化を説明する スピーチ発表 FB 

第 16 週/ Week 16 記述発表・FB 

第 17 週/ Week 17 期末試験・期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

初級からの日本語スピーチ 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 院入試対策―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 /17 回 

授業時間 

Class Hours 

水曜日 

8：50～10：20 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

大学院入試において必要な知識やスキルを身につけ、合格するための準備を行う。また、学生一人ひとりの目

標やレベルに合わせた指導を行い、大学院入試に必要な知識やスキルを効果的に身につけることを目指す。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

大学院合格を目指す。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 オリエンテーション 

第 2 週/ Week 2 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の構成の導入 

第 3 週/ Week 3 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の構成の導入② 

第 4 週/ Week 4 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入 

第 5 週/ Week 5 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入② 

第 6 週/ Week 6 第 1 部研究計画書を書こう第 1 課研究計画書とはどんなものかを知る 研究計画書の文体の導入③ 

第 7 週/ Week 7 情報収集について 

第 8 週/ Week 8 メールの書き方 

第 9 週/ Week 9 先行研究の発表 

第 10 週/ Week 10 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める 

第 11 週/ Week 11 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める② 

第 12 週/ Week 12 第 1 部研究計画書を書こう第 2 課研究課題を決める 研究課題を決める③ 

第 13 週/ Week 13 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く① 

第 14 週/ Week 14 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く② 

第 15 週/ Week 15 第 1 部研究計画書を書こう第 3 課骨組みになる文章を書く③ 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

実践研究計画作成法【第 2 版】 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 
英語応用―A・B 担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

    

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 34 回 

授業時間 

Class Hours 

火曜日 

10：30 ～ 12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学修内容・方法） / Course Description 

コミュニケーションツールとして国際社会で活かせる英語力を養う。TOEIC, TOEFL 対策も行う。 

 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

大学受験や講義を受けるのに必要なレベルの英語力を身に付ける。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 プレースメントテスト 

第 2 週/ Week 2 Pre Lesson1.2 

第 3 週/ Week 3 Pre Lesson3. Review 

第 4 週/ Week 4 留学試験模試 

第 5 週/ Week 5 Lesson1 

第 6 週/ Week 6 Lesson2.3 

第 7 週/ Week 7 Lesson4.5 

第 8 週/ Week 8 Chapter 1 Review 

第 9 週/ Week 9 Lesson6.7 

第 10 週/ Week 10 Lesson8.9 

第 11 週/ Week 11 Lesson 10.11 

第 12 週/ Week 12 Lesson 12.13 

第 13 週/ Week 13 Lesson 14 / Chapter 2 Review 

第 14 週/ Week 14 前期復習 

第 15 週/ Week 15 期末試験 

第 16 週/ Week 16 期末試験 FB 

第 17 週/ Week 17 L15 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

英語の基礎をなんとかするドリル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 

 



2026 年度 福岡外語専門学校 シラバス   2026 Fukuoka Foreign Language College Course Syllabus 

授業科目 Course Title 日本語特講―A・B 
担当教員

Instructor 

国際文化科進学コース 

実務経験（ 有 ・ 無 ） 

開講時期 Term 前期・後期 配当年次 1 年・2 年 実務経歴 /  Work Experience 

 

 

 

授業形態 講義・演習・実習 単位区分 必修・選択 

授業回数 

Number of Classes 
17 回 / 17 回 

授業時間 

Class Hours 

火曜日 

10：30～12：00 

実務経験に基づいた授業内容・方法  /   Course Content & Method based on Instructor’s Work Experience 

授業概要（学習内容・方法） / Course Description 

中級後半レベル以上の学生に「日本の今」に合った内容を聴解をメインに教授していく。 

授業目的・到達目標 / Course Objective 

日本のニュースを聞いて内容を把握し、自分の意見を言えるようになる。 

週 授業計画 / Course Schedule 

第 1 週/ Week 1 第 1 章経済・金融 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 2 週/ Week 2 第 1 章経済・金融 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 3 週/ Week 3 第 1 章経済・金融 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 4 週/ Week 4 第 1 章経済・金融 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 5 週/ Week 5 第 1 章経済・金融 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 6 週/ Week 6 第 1 章経済・金融 11・12 解答と聞き取りのポイント 

第 7 週/ Week 7 第 1 章経済・金融 13・14 解答と聞き取りのポイント 

第 8 週/ Week 8 第 1 章経済・金融 15・16 解答と聞き取りのポイント 

第 9 週/ Week 9 第 1 章経済・金融 17・18 解答と聞き取りのポイント 

第 10 週/ Week 10 第 1 章経済・金融 19・20 解答と聞き取りのポイント 

第 11 週/ Week 11 第 2 章政治・行政 1・2 解答と聞き取りのポイント 

第 12 週/ Week 12 第 2 章政治・行政 3・4 解答と聞き取りのポイント 

第 13 週/ Week 13 第 2 章政治・行政 5・6 解答と聞き取りのポイント 

第 14 週/ Week 14 第 2 章政治・行政 7・8 解答と聞き取りのポイント 

第 15 週/ Week 15 第 2 章政治・行政 9・10 解答と聞き取りのポイント 

第 16 週/ Week 16 期末試験 

第 17 週/ Week 17 期末試験 FB 

使用テキスト及び補助教材 / Textbook and Material 

ニュースの聴解 50 上級レベル 

成績評価 / Evaluation  

成績は、定期試験 40％・出席状況 30％・授業参加姿勢 30％により判断し、総合点により A・B・C・D・F 評価

を決定する。 

備考 / Memo 


